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2019年4月、追手門学院大学・総持寺キャンパス「アカデミックアーク」 2



追手門学院大学・総持寺キャンパス「アカデミックアーク」（空撮） 3



追手門学院大学・宙に浮く図書館「アラムナイライブラリー」 4



追手門学院大学「アラムナイライブラリー」3階 5



6追手門学院大学「アラムナイライブラリー」3.5階
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2019年4月 ICTを活用した教育実践
―追手門学院の3つのチャレンジ

• (1) 1人1台のデバイスを持ち（BYOD =Bring Your Own 
Device ）、Wi-Fi環境を整備し、ユビキタスな情報環境を提
供⇒情報環境整備

• (2)国内初となる小学校から大学まで同じ電子図書館サー
ビスを導入し、紙と電子双方の出版コンテンツを提供（2020

年6月から幼稚園にも導入）⇒図書館情報資源整備

• (3)出版コンテンツを購入・契約するだけでなく、独自資料と

しての電子書籍を制作し、情報資源の生産・流通・利用・保
存という知の還流システムを構築⇒知の還流構造整備
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図書館情報環境の整備：デバイス

• 小学生：3年生以上（6年生には貸与）
Microsoft Surface Go購入

• 中学生1年生：iPad購入

• 高校生1年生：富士通文教モデル（s-tab)購入

• 大学生1年生：富士通LIFEBOOK UHシリーズ
購入
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追大図書館利用統計：紙媒体の減少傾向

2019年度
BYOD開始

LibrariE導入

Covid-19
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追大図書館利用統計：データベースの利用増

データベース等利用状況（２０１５年度を１としたグラフ）

データベース名 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

Japan Knowledge 2,350 2,402 3010 2,378 2,281 15,842 40,920 71,923

新聞（朝日、読売、毎日） 17,158 15,684 20,809 17,306 20,680 66,347 72,387 63,715

EBSCO 12,732 18,624 12,100 228,347 1,567,205 1,108,990 1,238,546 3,384,208

日経テレコン21 1,577,655 2,799,270 2057460 1,793,490 2,948,970 7,152,690 6,045,210 5,215,760

参考）実アクセス件数
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図書館利用統計：電子書籍の利用増

【LibrariE利用状況】
追手門学院大学

2019年 2020年 2021年 2022年

4月 29 1,033 1,320 818

5月 86 4,020 3,053 1,538

6月 340 2,519 2,418 1,362

7月 215 1,640 1,731 795

8月 29 467 383 349

9月 90 567 400 373

10月 89 1,005 1,070 775

11月 99 959 1,320 621

12月 239 358 858 605

1月 121 341 819 481

2月 39 200 240 228

3月 40 215 231 193

合計 1,416 13,324 13,843 8,138



図書館利用統計関連資料：電子書籍市場規模の拡大

36

出典：「電子書籍市場の市場規模の推移」『電子書籍ビジネス調査報告書2022』
（インプレス、2022、p.17)
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国立国会図書館「個人向けデジタル化
資料送信サービス」（2022年5月19日開始）

●デジタル化資料のうち、
絶版等の理由で入手が困
難なものを、利用者の端
末（スマートフォン、タブレッ
ト、パソコン）等を用いてイ
ンターネット経由で閲覧で
きるサービス。
●国立国会図書館デジタ
ルコレクションで資料の本
文画像が閲覧可。
●2023年1月18日、
印刷機能の提供開始。



https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/individuals_index.html

https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/individuals_index.html
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大学設置基準等の改正

大学設置基準等の一部を改正する省令（令和４年１０月１日より施行）

図
書
、
雑
誌
に
「電
子
資
料
」を
追
加
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大学設置基準等の改正

https://www.mext.go.jp/mext_02038.html

図書館について「閲覧室」「書庫」
「座席等」に関する定めを廃止し、
電子化やIT化を踏まえた規定に見直し。

https://www.mext.go.jp/mext_02038.html
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今後の追大図書館方針

資料収集方針

※電子化を推進する上で特別に大きな予算を要求することは
なく、現在の予算の範囲内で切替をすすめるものとする。

資料の存在形態 対応

電子資料のみの場合 新規購入は電子資料

電子資料と紙資料がある場合 新規購入は電子資料（あくまで原則）

紙資料のみの場合

新規購入は紙資料

（電子化された場合には変更）

（必要に応じて電子化推進）

すでに購入した資料について

NDLオンライン等で取得可能なものを除籍



必要な時に購入できる
費用≒現在の学生選書

費などが必要
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今後の追大図書館方針

・紙の図書や雑誌から電子資料への移行に伴い、新刊を購入しておかなければ品切・
絶版になって入手できないということがなくなります。

・レポートや論文を書くときに必要に応じてリクエストボタンを押す
DDA（Demand-Driven Acquisition)
PDA（Patron-Driven Acquisition)
利用者駆動型購入方式への移行

・購入して待つ図書館から必要な時に必要なものが入手できる図書館へ

・貴重な資金を資産化して、寝かせておく必要がなくなります。
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今後の追大図書館方針

デジタル・ライブラリーを目指して
(1)電子ジャーナル、電子書籍（日本語タイトル：LibrariE、Kino-

Den）、データべ―スなど電子資料の積極的導入
(2)所蔵資料のデジタルアーカイブ化の推進（例：「日本人による
オーストラリア関係記録・写真デジタルアーカイブ」）

(3)国立国会図書館「個人向けデジタル化資料送信サービス」
の活用支援（「図書館向け」サービスも継続中）

(4)「ジャパンサーチ」（国内の博物館など様々な分野のコンテンツのメタ

データを検索・閲覧・活用できるプラットフォーム）、「J-Stage」（科学

技術情報発信・流通総合システム）、「IRDB」（学術機関リポジトリ

データベース）などデジタル・アーカイブの活用支援
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今後の追大図書館方針

デジタル・ライブラリーを目指して
(5)教育のICT活用の支援
(6)デジタル教科書・教材ほか読書アクセシビリティ実現への支援
(NTT EDX「UniText」の音声読み上げ機能実証実験ほか）

(7) 学生・教職員による電子書籍制作への支援と電子図書館
サービスへの登録・公開による「知の循環構造」の構築（ボイ
ジャー「RomancerClassroom」制作作品のLibrariE公開）



追手門学院大学図書館の事例

• (1)OPACからディスカバリーサービスへ

• (2)国立国会図書館絶版等資料OPAC連携

• (3)LibrariE契約タイトルのOPAC連携
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• 「大学図書館システム
『E-CatsLibrary』と電子

図書館サービス
『LibrariE』の連携で次

世代の図書館像を創
造〜追手門学院大学
での導入事例〜」

• 『大学教育と情報』
2020年度No.3（2021
年2月）掲載
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E-CatsLibraryとLibrariEの連携

• 2020年4月、学内の図書館システムと国内の大学
図書館初の電子図書館サービス「LibrariE（ライブ
ラリエ）」との連携を実現。

• 図書館システムとは図書の検索や貸出サービス
を行うためのシステムであり、追手門学院大学で
はNECの「E-CatsLibrary（イーキャッツライブラリ）」
を導入。

• 「LibrariE」はPC、タブレット、スマートフォンでも電
子図書の貸出・返却ができるサービス。
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追大図書館OPACから国会図書館「デジタル化資料
送信サービス」のタイトルも検索可能

• さらに追手門学院大学の図書館Webサイトからは国立国会図書館

の「図書館向けデジタル化資料送信サービス」も検索可能⇒図書

1,017,569件（うち著作権フリー435,389件、図書館専用端末で閲覧

582,180件）、雑誌11,225件、合計1,028,794件のデータ提供（2021

年8月26日現在）。

• これは外部のデータベースがもつ所蔵情報等を「E-CatsLibrary」に

取り込み、検索条件による指定や、「国立国会図書館デジタルコレ

クション（図書）」といったファセットによる絞り込みができる仕組み

を実現させたからである。

• 「デジタル化資料送信サービス」は国会図書館まで足を運ばずに

図書館で閲覧・印刷が可能であるが、OPAC連携していることは利

用者にとってはきわめて便利である。 49



国立国会図書館デジタルコレクション『九種伝染病の話』

追大図書館OPAC 国会図書館デジタル化資料連携 現在1,028,794件
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書誌詳細を見て、URLをクリック
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1917年
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絶版のものであれば、著作権保護期間内でも閲覧・
印刷可能⇒『愛と悩み―ニーチェの言葉』
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参考資料１：LibrariE
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https://web.d-library.jp/otemon/g0101/top/

https://web.d-library.jp/otemon/g0101/top/


参考資料２：Kino-Den
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https://kinoden.kinokuniya.co.jp/otemon/

https://kinoden.kinokuniya.co.jp/otemon/


参考資料３： 日本人によるオーストラリア関係
記録・写真デジタルアーカイブ
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2022年度は豪日交流基金
にて整備

https://www.i-repository.net/il/meta_pub/G0000145AUSDA

https://www.i-repository.net/il/meta_pub/G0000145AUSDA


参考資料４：個人向けデジタル化資料送信サービス

62
https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_
transmission/individuals_index.html

https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/individuals_index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/use/digital_transmission/individuals_index.html


参考資料５：ジャパンサーチ
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https://jpsearch.go.jp/

https://jpsearch.go.jp/


参考資料6：J-Stage
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https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/

https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja/


参考資料7：IRDB

65

https://irdb.nii.ac.jp/

https://irdb.nii.ac.jp/


参考資料8：UniText

66https://www.nttedx.co.jp/service#section2

https://www.nttedx.co.jp/service#section2






音声読み上げ機能ー改良が必要
アクセシブルな電子書籍にするプロジェクト始動
2023年2月21日 NTT EDX/DNP/追手門学院大学
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読書バリアフリー法
（2019年6月28日公布・施行）

• 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律＝読書

バリアフリー法

【基本理念(第3条)】

• アクセシブルな電子書籍等（デイジー図書・音声読上げ対応の

電子書籍・オーディオブック等）が視覚障害者等の利便性の向

上に著しく資することに鑑み、その普及が図られるとともに、視

覚障害者等の需要を踏まえ、引き続き、アクセシブルな書籍

（点字図書・拡大図書等）が提供されること 

• アクセシブルな書籍・電子書籍等の量的拡充・質の向上が図ら

れること

• 視覚障害者等の障害の種類・程度に応じた配慮がなされること

70



• 市川沙央著

• 文藝春秋

• 2023年6月30日刊

• 第169回芥川賞受賞
作品（2023年7月19日）

• 第128回文學界新人
賞受賞作品（2023年3
月6日）

• 初出:『文學界』2023年
5月号（2023年4月7日
刊）
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市川沙央著『ハンチバック』
（p.34-36）

• アメリカの大学ではADA［障害を持つアメリカ人法、1990年施行＝引用者注］に

基づき、電子教科書が普及済みどころか、箱から出して視
覚障害者がすぐ使える仕様の端末（リーダー）でなければ
配布物として採用されない。日本では社会に障害者はいな
いことになっているのでそんなアグレッシブな配慮はない。
本に苦しむせむし（ハンチバック）の怪物の姿など日本の健
常者は想像もしたことがないのだろう。こちらは紙の本を1

冊読むたび少しずつ背骨が潰れていく気がするというのに、
紙の匂いが好き、とかページをめくる感触が好き、などと宣
（のたま）い電子書籍を貶める健常者は呑気でいい。 72



• EテレのバリバラだったかハートネットTVだったか、よく出演さ
れていたE原さんは読書バリアフリーを訴えてらしたけど、心

臓を悪くして先日亡くなられてしまった。ヘルパーにページを
めくってもらわないと読書できない紙の本の不便を彼女はせ
つせつと語っていた。紙の匂いが、ページをめくる感触が、左
手の中で減っていく残ページの緊張感が、などと文化的な香
りのする言い回しを燻（くゆ）らせていれば済む健常者は呑気
でいい。
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• 出版界は健常者優位主義（マチズモ）ですよ、と私はフォーラ
ムに書き込んだ。軟弱を気取る文化系のみなさんが蛇蝎（だ
かつ）の如く憎むスポーツ界のほうが、よっぽどその一隅に障
害者の活躍の場を用意しているじゃないですか。出版界が障
害者に今までしてきたことと言えば、1975年に文芸作家の集
まりが図書館の視覚障害者向けサービスに難癖を付けて潰
した、「愛のテープは違法」事件ね、ああいうのばかりじゃない
ですか。あれでどれだけ盲人の読書環境が停滞したかわかっ
てるんでしょうか。フランスなどではとっくにテキストデータの
提供が義務付けられているのに……。」
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米国の読書アクセシビリティ
(湯浅俊彦著『電子出版学概論』2021、出版メディアパル、p.144)

• 「米国では2009 年6 月、視覚障害者団体の
National Federation of the Blind（NFB）とAmerican 
Council of the Blind（ACB）が連名でアリゾナ州立大
学（ASU）に対して訴訟を提起している。アリゾナ州
立大学が学生にKindle DXを配布して電子教科書と

読み上げ機能についての実証実験を行おうとした
ことについて、Kindl DX にはテキスト読み上げ機能

はついてはいるが、書籍の選択や購入のメニュー
が視覚障害者向けにはなっていないため教科書の
ダウンロードが困難であり、連邦法違反であるとす
る訴訟である。2010 年1 月に両者の和解が成立し

たが、このような事例は今後日本でも起こりうるだろ
う。」 75



市川沙央氏の批判

• 紙の本を中心とした既存の読書文化に内在する特権性への
批判

• 「厚みが3、4センチはある本を両手で押さえて没頭する読書
は、他のどんな行為よりも背骨に負荷をかける。私は紙の本
を憎んでいた。目が見えること、本が持てること、ページがめく
れること、読書姿勢が保てること、書店へ自由に買いに行け
ること、―5つの健常性を満たすことを要求する読書文化のマ
チズモを憎んでいた。その特権性に気づかない『本好き』たち
の無知な傲慢さを憎んでいた。」（p.26-28)
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• 教科書:教科書のデジタル化を図る→紙媒体とは異な

る電子書籍の特性として、本文の全文検索可能なディ
スカバラビリティ（発見可能性）、自動音声読み上げ機能
により、本文を読み上げることによって、視覚障害、発
達障害、四肢障害による読書困難者、あるいは日本
語を母語としない外国人学生の読書アクセシビリティ
を保障することが可能に。

• 参考書:電子学術書を増やす→アクセス数を授業に合
わせて調整するなど電子ならではの活用法も可能に。

「教科書をめぐる現況」を変える

77



音声読み上げ機能付き
電子書籍貸出サービスの実現

• 追手門学院大学が導入している電子図書館サービスの音声読み
上げ機能は、発表者が大日本印刷、図書館流通センター、日本ユ
ニシス（現・BIPROGY)、ボイジャーと共に取り組んだ共同研究「音声
読み上げ機能を活用した公共図書館における電子書籍貸出サー
ビス」によって、2016年4月の「障害者差別解消法」施行に合わせて
開発したものである。

• 兵庫県・三田市立図書館での実証実験を経て、2016年4月に同館
に国内で初めて導入された。

• 現在ではこの機能が搭載された電子書籍貸出サービス「LibrariE＆
TRC-DL」は全国の公共図書館3,316館（2021年、日本図書館協会調査）の36%
にあたる1,203館（2023年8月1日現在）、そして大学図書館にも導入されて
いる。

78



2020年から2023年に急増

• 2018年2月19日時点 200館

• 2020年6月10日時点 210館

• 2021年5月1日時点 515館

• 2022年6月1日時点   839館、

• 2023年1月4日時点   982館

• 2023年8月1日時点 1,203館
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参考資料9：RomancerClassroom
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https://romancer-g.voyager.co.jp/otemon/wp-login.php?redirect_to=https%3A%2F%2Fromancer-
g.voyager.co.jp%2Fotemon%2F&reauth=1

https://romancer-g.voyager.co.jp/otemon/wp-login.php?redirect_to=https%3A%2F%2Fromancer-g.voyager.co.jp%2Fotemon%2F&reauth=1
https://romancer-g.voyager.co.jp/otemon/wp-login.php?redirect_to=https%3A%2F%2Fromancer-g.voyager.co.jp%2Fotemon%2F&reauth=1


ゼミ論文、卒業論文の電子書籍化

• 2年生、3年生の演習授業ではゼミ論文を、
4年生の演習授業では卒業論文を教員で
はなく、学生自身が電子書籍化。

• そして、電子図書館サービスに登録、学内
限定で公開している。

81



2021/10/26公開「OTEMON MOVIE」
「学修成果を電子書籍化し学び合い〜Romancerを使ったゼミ活動」

https://www.youtube.com/watch?v=wMs5TeFzS1w
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20211026学修成果を電子書籍化し学び合い_Romancerを使ったゼミ活動（OIDAI MOVIES_2分18秒）mp4..mp4
https://www.youtube.com/watch?v=wMs5TeFzS1w
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追大生がサポート！幼稚園でデジタル絵本
制作ワークショップ開催

• 国際教養学部の湯浅俊彦教授と追手門学院幼稚園との連携企画で、園

児がオリジナルのデジタル絵本を制作するワークショップを7月25日に開

催しました。

• 相模女子大学の池下花恵教授の指導の下、湯浅ゼミの学生5人が園児

をサポートしました。

• 絵本づくりは、グループごとに分かれて物語を考えるところからスタートし 

描いた絵をiPadを使って取り込み、ナレーションも吹き込みました。

• ダイジェスト動画では完成した作品の一部もご紹介しています。

• なお湯浅ゼミでは今後 地域でも子ども向けワークショップを開催し、 デジ

タル絵本制作の楽しさを伝えていく予定です。
91



https://youtu.be/JjRyVVvQ1eI

https://youtu.be/JjRyVVvQ1eI
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